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諏訪神社・蜂須賀家万年山墓所・佐古配水場・
[bookmark: _Hlk223129544]大安寺・椎宮神社・・山屋商店煙突

南佐古一番町に並ぶ「はぎれ屋」街を西へ九〇〇メートルほど行くと諏訪神社がある。佐古三番町を南北に通るいわゆる”馬場の通り”の南どん詰まり・眉山北麓に神社への石段が一二〇段ほど真っ直ぐ延びている。佐古エリアにある古社で、「お諏訪はん」として地元に親しまれている。 境内には天明八年（一七八八）に廃棄された蜂須賀重喜（第十代藩主）の隠居所から移したといわれる石橋がその形で保存されている。
[bookmark: _Hlk223131387]西へ五〇〇～六〇〇メートルほど進み佐古小学校裏側を南へ左折すると、蜂須賀家万年山墓所の北入口がある。墓所まではちょっとした登山になるので、服装などには留意が必要かもしれない。十代藩主の蜂須賀重喜が造営した一族の儒葬墓地で、従来の興源寺墓所（仏式）を「拝み墓」とし、儒式の万年山墓所と併用する、全国の大名家墓所の中でも珍しい墓制をとるとされている。墓域は眉山山頂付近から山裾に至る広大なもので、六人の藩主と一族の墓が合計六十基を超えて確認されている。平成十四年（二〇〇二）興源寺墓所とともに「徳島藩主蜂須賀家墓所」として国史跡に指定。
墓所を出て少し西へ行くと、右手に佐古配水場ポンプ場がある。徳島市の水道施設で、大正時代に建てられた。イギリス積みの煉瓦壁で四周を囲まれた外観は簡素であるが、入り口部分のうち特にペディメント風の飾りは特異である。赤い煉瓦と松などの緑とのコントラストが美しく、春にはぐるりに桜が咲き「佐古の浄水場」として広く市民に親しまれている。登録有形文化財(建造物)。ただ、中に入ることは原則できないため、塀の外側から眺める吟行となる。すぐ前（南）には　蜂須賀家の香華所であった大安寺がある。
さらに西へ一〇〇メートルほど行くと、躑躅の名所として知られる椎宮八万神社がある。「しいのみやさん」で通っている。境内に湧き出る「雲龍水」、神社裏の「青龍水」の湧水群はとくしま水紀行五十選に選定されている。
佐古の町筋は昔、醸造業者や造り酒屋も多かったと言われており、佐古三番町にはその名残として山屋商店煙突がある。今は稼働していないが、高さ二十一メートルの赤煉瓦の煙突が空に伸びる姿は、昔の商いの息遣いを思わせる小さな産業遺産である。店内には当時の道具なども見られる。
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写真・案内図
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